
.
  

 

   

藤
島
地
域
の
皆
様
に
は
、
日

頃
消
防
団
活
動
へ
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
頂
き
、
誠
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
す
。 

さ
て
、
こ
の
度
、
庄
内
支
部

操
法
大
会
に
お
い
て
第
一
分
団

第
二
部
第
一
班
中
町
班
が
、
自

動
車
ポ
ン
プ
の
部
で
見
事
優
勝

と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し

た
。
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
で
の

優
勝
は
藤
島
で
は
初
め
て
の
事

で
、
昨
年
の
上
荒
俣
班
の
優
勝

に
続
き
、
二
年
連
続
藤
島
に
優

勝
旗
を
持
ち
帰
る
事
が
出
来
ま

し
た
。
選
手
た
ち
の
頑
張
り
は

も
と
よ
り
、
ご
家
族
の
皆
様
、

お
勤
め
先
の
皆
様
の
ご
支
援
を

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

鶴岡市消防団藤島方面隊広報誌 
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平成 2８年３月 

発 行 

鶴岡市消防団藤島方面隊 

広報委員会 

 

 

 祝 消防操法庄内支部大会 初優勝！！  
       自動車ポンプの部 中町班 

 

堂
々
の
操
法
で 

初
優
勝
！ 

藤島方面隊長 
富樫 正明 



 

 

平成2８年3月発行  （2）  
    

初
任
消
防
団
研
修
会
が
藤
島

体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
初
任
団

員
一
六
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

鈴
木
副
団
長
の
講
話
か
ら
始

ま
り
、
藤
島
分
署
員
・
女
性
消

防
隊
員
の
指
導
の
も
と
、
三
時

間
に
わ
た
り
普
通
救
命
講
習
を

実
施
。
午
後
に
は
、
団
幹
部
よ

り
訓
練
礼
式
や
器
具
操
法
の
基

礎
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
ま

た
、『
梯
子
乗
り
纏
振
り
』
の
演

技
披
露
と
初
任
団
員
に
よ
る
体

験
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
研
修
会
で
消
防
団
員
と

し
て
よ
り
一
層
成
長
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

    

風
薫
る
早
春
の
な
か
、
藤
島

体
育
館
駐
車
場
に
て
、
春
季
消

防
訓
練
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

基
礎
動
作
訓
練
は
中
隊
・
小

隊
に
分
か
れ
て
実
施
さ
れ
、
指

揮
者
の
力
強
い
号
令
の
も
と
見

事
な
訓
練
を
披
露
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
梯
子
乗
り
・
纏
振
り

隊
の
訓
練
も
合
わ
せ
て
行
わ
れ

ま
し
た
。 

火
災
現
場
で
は
効
率
的
か
つ

安
全
な
行
動
が
要
求
さ
れ
る
た

め
、
基
本
動
作
訓
練
は
団
体
行

動
の
基
本
で
あ
る
こ
と
を
改
め

て
認
識
し
ま
し
た
。 

         

   

 

藤
島
体
育
館
駐
車
場
に
て
、

藤
島
方
面
隊
の
操
法
大
会
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、

二
十
年
弱
ぶ
り
に
ポ
ン
プ
車
の

部
の
予
選
と
い
う
形
式
に
な
り

ま
し
た
。
二
ヶ
月
近
い
練
習
を

経
て
、
ど
の
出
場
班
も
士
気
高

い
操
法
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。 

結
果
は
以
下
の
通
り
で
す
。 

●
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部 

優
勝 

 

一
分
団 

中
町 

準
優
勝 

四
分
団 

表
小
路 

第
三
位 

三
分
団 

下
川
尻 

●
小
型
ポ
ン
プ
の
部 

（
各
分
団
選
抜
チ
ー
ム
） 

優
勝 

 

四
分
団 

準
優
勝 

一
分
団 

第
三
位 

二
分
団 

第
四
位 

三
分
団 

第
五
位 

五
分
団 

 

   

三
川
町
消
防
学
校
で
消
防
操

法
庄
内
支
部
大
会
が
行
わ
れ
、

庄
内
地
域
各
消
防
団
の
代
表
チ

ー
ム
が
そ
の
技
を
競
い
ま
し
た
。 

藤
島
方
面
隊
か
ら
は
、
中
町

班
が
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
に
出

場
し
、
野
宮
班
長
が
選
手
宣
誓

の
大
役
を
見
事
に
務
め
、
本
番

で
も
素
晴
ら
し
い
操
法
を
披
露

し
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。 

自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
優
勝
は
藤

島
方
面
隊
初
の
快
挙
で
あ
り
、

昨
年
上
荒
俣
班
優
勝
に
続
き
、

見
事
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。 

 

 

●
中
町
班 

野
宮
班
長
● 

我
が
中
町
班
は
四
月
下
旬
か

ら
練
習
を
開
始
し
、
藤
島
大
会

を
勝
ち
抜
き
庄
内
大
会
へ
出
場

し
ま
し
た
。 

本
番
は
一
発
勝
負
な
の
で
緊

張
し
ま
し
た
が
、
本
番
前
の
ル

ー
テ
ィ
ン
の
儀
式
を
行
い
過
去

最
高
の
操
法
を
披
露
で
き
、
結

果
は
藤
島
方
面
隊
発
足
以
来
初

の
優
勝
を
収
め
る
事
が
出
来
ま

し
た
。 

こ
の
場
を
借
り
て
応
援
し
て

く
だ
さ
っ
た
皆
様
へ
感
謝
と
お

礼
を
致
し
ま
す
。 

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

初
任
消
防
団
員 

研
修
会 

春
季
消
防
訓
練 

藤
島
方
面
隊 

消
防
操
法
大
会 

庄
内
支
部 

消
防
操
法
大
会 

分団選抜チームの小型ﾎﾟﾝﾌﾟ操法 

庄内大会自動車ポンプ操法（中町班） 

野宮班長による選手宣誓 



 

 

平成2８年3月発行  （3）  
    

鶴
岡
市
総
合
防
災
訓
練
が
合

併
後
初
め
て
藤
島
地
区
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
藤
島
方
面
隊
を
は

じ
め
、
町
内
会
の
皆
さ
ん
や
女

性
消
防
隊
が
参
加
し
、
藤
島
川

の
氾
濫
に
よ
る
大
規
模
な
洪
水

を
想
定
し
行
わ
れ
ま
し
た
。 

近
年
の
水
害
の
多
さ
か
ら
、

も
は
や
他
人
事
で
は
な
い
自
覚

を
持
ち
、
皆
真
剣
な
様
子
で
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
藤
島
小
学
校
児
童
も

参
加
し
て
の
水
消
火
器
訓
練
や

煙
火
災
体
験
も
行
わ
れ
、
災
害

時
に
お
け
る
迅
速
な
対
応
の
重

要
性
を
再
確
認
す
る
こ
と
の
で

き
た
訓
練
に
な
っ
た
事
と
思
い

ま
す
。 

 

来
年
度
は
各
分
団
単
位
で
の

防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。 

   

藤
島
小
学
校
三
年 

 

齋
藤 

栞
さ
ん 

わ
た
し

は
、
そ
う

合
ぼ
う
さ

い
訓
練
と

聞
い
て
、

台
風
や
地

し
ん
を
思

い
う
か
べ
ま
し
た
。
本
も
読
ん

で
み
ま
し
た
。 

そ
の
本
は
、地
し
ん
の
本
で
、

ガ
ラ
ス
が
わ
れ
た
り
、
本
だ
な

が
自
分
に
た
お
れ
て
き
た
り
、

家
が
も
え
た
り
す
る
様
子
が
書

い
て
あ
り
ま
し
た
。
み
ん
な
が

大
変
な
こ
と
に
な
る
ん
だ
な
と
、

さ
い
が
い
の
こ
わ
さ
を
し
り
ま

し
た
。 

今
日
の
そ
う
合
ぼ
う
さ
い
訓

練
は
、
地
い
き
の
人
た
ち
み
ん

な
さ
ん
加
し
ま
し
た
。
み
ん
な

が
協
力
し
て
準
備
し
て
い
る
の

を
見
て
、
安
心
し
ま
し
た
。 

今
日
、
わ
た
し
は
、
本
当
に

動
き
な
が
ら
体
験
し
た
り
、
見

学
し
た
り
し
て
、
自
分
の
命
を

守
る
の
も
大
変
だ
し
、
命
を
助

け
て
く
れ
る
人
も
大
変
だ
と
思

い
ま
し
た
。 

み
ん
な
で
助
け
合
っ
て
、
安

心
し
て
く
ら
し
て
い
き
た
い
で

す
。 

 
 

 
 

 
 

藤
島
小
学
校
六
年 

 

佐
藤 

聖
莉
さ
ん 

私
が
災

害
と
聞
い

て
思
い
出

す
こ
と
。

そ
れ
は
、

四
年
前
の

三
月
十
一

日
に
起
き

た
、
東
日
本
大
震
災
で
す
。
あ

の
日
、
ま
だ
一
年
生
だ
っ
た
私

は
、
つ
く
え
の
下
に
か
く
れ
、

ゆ
れ
が
お
さ
ま
る
の
を
全
校
み

ん
な
で
待
っ
た
の
を
四
年
た
っ

た
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。
ま

た
こ
の
よ
う
な
災
害
が
起
き
た

時
に
そ
な
え
て
学
校
で
は
、
ひ

な
ん
訓
練
を
し
て
い
ま
す
。
私

は
、
一
列
に
な
ら
び
、
実
さ
い

に
あ
っ
た
時
の
こ
と
を
考
え
て

行
動
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い

ま
す
。 

 
 

災
害
が
起
き
た
時
は
学
校
が

ひ
な
ん
所
に
な
り
ま
す
。
お
互

い
に
助
け
合
っ
て
行
動
す
る
こ

と
で
、自
分
の
命
だ
け
で
な
く
、

た
く
さ
ん
の
方
々
の
命
ま
で
救

え
る
と
思
い
ま
す
。
災
害
に
よ

る
ぎ
せ
い
者
を
少
し
で
も
減
ら

せ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
今

日
の
よ
う
な
防
災
訓
練
は
と
て

も
重
要
な
行
事
だ
と
思
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
、
ひ
な
ん
訓
練

に
真
け
ん
に
取
り
組
ん
で
、
何

か
あ
っ
た
時
は
、
自
分
の
命
や

み
ん
な
の
命
を
救
え
る
よ
う
に

頑
張
り
た
い
で
す
。 

 

   

 

今
回
の
防
災
訓
練
は
初
め
て 

水
害
を
想
定
し
た
救
護
所
で
の 

訓
練
で
し
た
。 

 

水
害
で
起
こ
り
う
る
負
傷
者

へ
の
応
急
手
当
で
、
水
濡
れ
に

よ
る
低
体
温
や
骨
折
・
打
撲
・ 

血
管
損
傷
等
の
処
置
を
行
い
ま

し
た
。 

 

傷
病
の
程
度
も
様
々
な
上
、

施
設
等
で
の
処
置
が
出
来
る
と

は
限
ら
な
い
の
で
、
身
近
に
あ

る
物
で
代
用
す
る
な
ど
臨
機
応

変
に
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
感
じ
た
訓
練
で
し
た
。 

        

 

鶴
岡
市
総
合 

防
災
訓
練 

土のう積み訓練月の輪工法の様子 

防
災
訓
練
に
参
加
し
て 

女
性
消
防
団
の 

 
 
 
 
 
 

活
動 

女性消防団による応急処置訓練 



 

平成2８年3月発行  （4）  

第
二
分
団
第
三
部
第
一
班 

（

藤

岡

） 

 

 
私
達
第
二
分
団
第
一
部
第
一

班
は
、
団
員
八
人
で
欠
員
な
し

で
活
動
し
て
い
ま
す
。 

日
頃
か
ら
親
睦
を
図
り
、
団

結
力
を
深
め
て
お
り
ま
す
。
町

内
会
か
ら
の
理
解
も
あ
り
、
新

人
さ
ん
も
快
く
入
団
し
て
く
れ

ま
す
。
そ
の
反
面
、
経
験
不
足

が
今
後
の
課
題
で
す
。 

団
員
個
々
の
能
力
を
高
め
、

地
域
貢
献
に
努
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 

    

 

第
二
分
団
第
三
部
第
一
班
の 

藤
岡
班
は
現
在
団
員
七
名
で
構 

成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

班
長
を
中
心
に
と
て
も
団
結 

力
の
あ
る
メ
ン
バ
ー
が
揃
っ
て 

い
ま
す
。 

 
平
成
二
十
五
年
に
ポ
ン
プ
小 

屋
が
新
築
さ
れ
て
、
ま
た
新
た 

な
気
持
ち
で
地
域
に
貢
献
し
て 

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
             

  

十
月
三
十
一
日
に
、
富
樫
方

面
隊
長
以
下
十
五
名
で
、
副
分

団
長
以
上
研
修
会
と
し
て
、
宮

城
県
石
巻
市
へ
震
災
復
興
の
視

察
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 
 

現
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

の
同
行
で
、
市
内
周
辺
を
徒
歩

で
の
視
察
。ガ
イ
ド
さ
ん
よ
り
、

ご
本
人
や
近
隣
住
民
の
震
災
体

験
を
、
専
用
ア
プ
リ
を
交
え
て

説
明
い
た
だ
き
な
が
ら
、
市
内

中
心
部
の
状
況
を
確
認
。
津
波

に
強
い
新
た
な
街
づ
く
り
が
進

ん
で
い
ま
し
た
。 

 

 

                           

 

鶴
岡
市
が
合
併
・
市
制
施
行

十
周
年
を
迎
え
節
目
の
年
に
あ

た
る
本
年
度
も
、
皆
様
の
ご
理

解
ご
協
力
を
頂
き
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

来
年
度
も
決
意
新
た
に
地
域

防
災
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
団

員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
の
で
今
後
と
も
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

   

■
広
報
委
員
長
■ 

 

成
澤 

司 

■
広
報
委
員
■ 

 

阿
部 

雅
弘 

山
口 

翔 
 

 

佐
藤 

司 
 

池
田 

正
人 

 

石
橋 

正
幸 

叶
野 

哲 
 

 

齋
藤 

耕
平 

高
橋 

淳
一 

 

小
鷹 

武
仁 

田
村 

正
芳 

 

海
藤 

広
幸 

成
澤 

正
人 

 

丸
山 

隆 
 

井
上 

和
徳 

 

阿
部 

美
代 

伊
藤 

輝
子 

第
二
分
団
第
一
部
第
一
班 

（

古

郡

） 

    

四
月 

 

四
日 

辞
令
交
付
式 

四
月 

 

五
日 

鶴
岡
市
消
防
団
入
団
式 

四
月 

一
九
日 

初
任
消
防
団
員
研
修
会 

四
月
二
十
六
日 

藤
島
方
面
隊
春
季
消
防
訓
練 

五
月
二
十
三
日 

鶴
岡
市
消
防
団
春
季
消
防
演
習 

六
月 

 
 

 
 

ポ
ン
プ
性
能
検
査 

 
 

 
 

 
 

 

（
各
分
団
単
位
で
実
施
） 

六
月
二
十
一
日 

鶴
岡
市
水
防
訓
練 

六
月
二
十
七
日 

操
法
審
査
員
講
習
会 

七
月 

 

五
日 

藤
島
方
面
隊
消
防
操
法
大
会 

七
月
二
十
八
日 

操
法
強
化
訓
練 

八
月 

 

二
日 

山
形
県
消
防
操
法
庄
内
支
部
大
会 

十
月 

十
八
日 

鶴
岡
市
総
合
防
災
訓
練 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
会
場
・
藤
島
地
区
） 

十
一
月 

七
日 

ポ
ン
プ
引
き
渡
し
式 

十
一
月 

 
 

 

消
防
力
一
斉
点
検 

十
二
月 

五
日 

部
長
以
上
研
修
会 

 
 

 
 

 
 

 

（
普
通
救
命
講
習
） 

一
月 

 

十
日 

鶴
岡
市
消
防
出
初
式 

  

平
成
二
七
年
度 

藤
島
方
面
隊
の
動
き 

幹

部
研
修
旅

行 

鶴
岡
市
消
防
団
藤
島
方
面
隊

 

広
報
誌
「
ひ
の
み
や
ぐ
ら
」
第

3
３
号

 編
集
・
発
行
／
藤
島
方
面
隊
広
報
委
員
会
（
事
務
局
：
鶴
岡
市
消
防
本
部

 
藤
島
分
署
内
）
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